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Ⅰ.調査概要 

１ 調査の目的 

令和７年５月に市内で発生した風車ブレード落下事故については、国の審

議会において、事故原因の究明が行われたところであり、国においてもこれ

に基づく対応について検討することとなった。 

こうした中、今年４月に男鹿市内において、風車ブレードの折損事故が発

生したところである。 

そのため、市内の風力発電事業者に対し、ブレードの損傷の有無やブレー

ドに使用されている素材、男鹿市での事故を踏まえた各社の対応、さらに今

後の保守管理の見直しに関する検討状況等を把握するため、昨年度に引き続

き、改めて調査を実施したものである。 

 

２ 調査対象者 

市内の風力発電所を運営する発電事業者 １１社 

 

３ 調査方法 

調査票を送付し、書面にて回答を求めたもの 

 

４ 調査期間 

令和８年６月４日から同月２６日まで 

 

 ５ 調査実施者 

   新エネルギー産業推進室担当者 
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Ⅱ.対象者の設定とヒアリングの概要 

１ ヒアリング対象者の設定 

  市内に立地する陸上風力発電所のうち、大型風車（1,000ｋＷ以上）を有

する１６施設群（以下、「サイト」という。）４３基を対象とした。 

 

 ２ 調査の実施 

(1) 調査対象 

市内の風力発電所を運営する発電事業者１１社 

(2) ヒアリング内容 

調査シートを作成し、一問一答形式で実施 

  (3) 実施期間 

令和８年６月９日～６月２６日 

(4) 調査方法 

書面にて回答 

   

（参考）調査対象設備のサイト数および基数 

発電出力 

［ｋＷ/基］ 
サイト数 基数 備考 

1,000ｋＷ～2,000ｋＷ未満 １１ ２２ 調査対象 

2,000ｋＷ～ ５ ２１ 調査対象 

合 計 １６ ４３  

※同一サイト内に出力が異なる風車がある場合は、規模が大きい方に含む。 
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Ⅲ.調査結果の集計・分析 

①ブレードの損傷の有無および補修について 

   直近のメンテナンスにて確認されたブレードの損傷の有無とその補修の

予定について調査を行ったもの。 

・各社が実施している点検で確認された損傷は以下のとおり。 

・損傷が発見されたサイトでは、速やかに保守会社に対し、補修の依頼 

を行っていることを確認した。 

損傷の有無 該当サイト数 損傷の内容 

損傷有り ６サイト 

・ダウンコンダクター損傷 

・ブレード先端の開口損傷 

・ブレード表面の落雷痕 など 

損傷無し １０サイト  

 

②ブレードに使用されている素材について 

新屋浜で発生した事故では「ダウンコンダクターとCFRP製部品（炭素 

繊維強化プラスチック）が電気的に接続されていない構造」であった 

ことが原因とされたことから、各サイトにおけるブレードの素材につ 

いて調査したもの。 

・使用されているブレード素材は以下表のとおり。 

・炭素繊維が利用されているサイトが１箇所あるものの、炭素繊維とダ 

ウンコンダクターが電気的に接続されていることを確認した。 

ブレード素材 該当サイト数 

GFRP（ガラス繊維強化プラスチック） １５サイト 

GFRP + 炭素繊維 １サイト 

    

③ブレードの内部点検について 

今般の事故では、過去の落雷によるブレードの損傷が原因により、ブ 

レードの強度が低下していたことが折損の起点となったとされている 

ことから、各サイトにおけるブレードの内部点検の手法等について調 

査を行ったもの。 

・全ての発電所において関係法令で定める点検箇所・手法により適切 

に実施していることを確認した。 

・また、発電所によってはファイバースコープなどを活用し、より詳 

細な調査を行っているサイトもあった。 
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④運転・保守に関する連絡体制の再確認について 

今般の事故を受け、本市から各発電事業者に対し「故障等の情報が遺漏 

無く共有されるような体制が構築されているかを確認する」ことを依頼 

していたことから、その状況について確認を行ったもの。 

・全てのサイトにおいて連絡体制の再確認を行い、関係法令を遵守しな 

がら適切に連絡体制を構築していることを確認した。 

・また、本市の依頼にかかわらず、毎年度連絡体制を確認し、緊急時の 

体制に万全を期している事例も確認した。 

 

⑤緊急点検の実施について 

男鹿市での風車ブレード折損事故発生後、各社で緊急点検を行ったか、 

またどのような手法で実施したかを確認したもの。 

・全てのサイトにおいて、望遠鏡やドローンを用いた外観点検を行って 

いた。 

・一部発電所では定期点検の時期と重なっていたため、緊急点検に代替 

して実施していた。 

 

⑥新たな点検手法の検討について 

事故を踏まえ、新たな点検手法を検討しているかを確認したもの。 

・１１サイトにおいて、ファイバースコープやロボット点検、赤外線点 

検、超音波点検などを用いて、ブレードの内部点検を行うことを検討 

していることを確認した。 

・また、３サイトにおいては、既に充分な点検がなされているとして、 

今後も従来の点検を適切に実施していくことを確認した。 

・なお、２サイトにおいてはメーカー等との調整中として未定との回答 

を得た。 

  

⑦運転・保守に関する情報の提供について 

本市が各サイトで行っている点検状況の報告を求める場合、それに応じ 

ていただけるかを確認したもの。 

・全てのサイトで対応可能または条件付きで可能との回答を得た。 

・一方、「メーカーとの守秘義務の関係では提供不可な場合がある」と

の回答が６件あったことから、市が報告を求める場合には、事業者や

風車メーカー等と詳細な協議が必要であることが明らかとなった。 
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Ⅳ．ヒアリング結果を受けた本市の対応 

１ 関係法令に基づいた適切な点検の実施要請 

・全てのサイトにおいて、適切なメンテナンスがなされていることは、 

昨年度の調査および本調査でも確認している。 

・また、国においても省令の改正により点検手法を見直ししようとして 

いるところである。 

・こうしたことから、引き続き、市内事業者に対し、現行法令に基づく 

点検を要請していくとともに、点検手法が見直しされた場合には、適 

切に対応するよう要請していく。 

 

２ 適切な連絡体制の構築確認 

・連絡体制を適切に構築することは事故等が発生した際に迅速にかつ適 

切に対応するために重要である。 

・特に、風力発電所の運営においては、発電事業者や保守会社、風車メ 

ーカーなど、複数の関係者により実施されていることから、常に連絡 

体制が適切なものとしていく必要がある。 

・こうしたことから、本市としても、各サイトでの連絡体制が適切なも 

のとなっているか確認していく。 
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（参考資料）調査シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

 

 


